
主主 内な 容主 内な 容

広報広報広報広報

2

Ｐ２　申告は正しくお早めに
Ｐ３　平成22年安中市成人式

47第 号

人　口  　63,359 人      （－52）
　男　  　30,999 人      （－34）
　女　  　32,360 人      （－18）
世帯数　  23,722 世帯  （－  2）

住民基本台帳人口（12 月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯市長対話の日
２月 20 日（土）　支所　第 2会議室
３月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります

　1月９日（土）・10日（日）、原市鳥追い祭が行わ
れ、各地区の山車が原市地区の旧国道18号を中心
に運行し、寒さに負けないお囃子が響きました。

原市鳥追い祭

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

平成 22年平成 22 年平成 22 年平成 22 年平成 22 年
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市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

２
月
５
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）
は
、
市
役

所
本
庁
（
２
階
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）
お
よ
び

支
所
（
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
）
の
２
カ
所
で
申
告
相

談
や
受
付
を
行
い
ま
す
。

※

市
役
所
本
庁
の
会
場
は
昨
年
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
申
告
相
談
の
会
場
は
大
変
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
添
付

書
類
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ま
郵
送
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
所
得
税
確
定
申
告
（
土
地
・
建
物
・
株

式
な
ど
）、
贈
与
税
・
消
費
税
は
申
告

期
限
内
に
高
崎
税
務
署
（
申
告
会
場
「
ビ

エ
ン
ト
高
崎
」）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告
書
な
ど
の
作
成
は
便
利
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
》

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w.nta.go.jp

　

な
お
、還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
、

平
成
22
年
１
月
５
日
以
降
で
あ
れ
ば
、
高
崎

税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
は
た
い
へ
ん
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
は
、
平
成
21
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
額
の
集
計
を
事

前
に
行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
農
業
・
営
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
は
、
必
ず
事
前
に
記
入
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※

金
額
の
集
計
を
し
て
い
な
い
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
を
持
参
さ
れ
た
場
合
、
受
付
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
会
場
内
記
載
台
で
の
集
計
を
指
導

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

２
月
８
日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
月
）（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

　

次
の
人
は
税
務
署
（
ビ
エ
ン
ト
高
崎
）
で
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

①
青
色
申
告
の
人

②
山
林
所
得
や
複
雑
な
譲
渡
所
得
（
土
地
建
物
、
株
式
な
ど
）
の
あ
る
人

③
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
（
Ｈ
21
入
居
者
）

※
平
成
21
年
中
、
新
築
も
し
く
は
増
改
築
な
ど
に
よ
り
住
宅
借
入
金
が
あ
る
人
で
一

定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

④
消
費
税
・
贈
与
税
の
あ
る
人

※

２
月
21
・
28
日
（
日
）
は
相
談
を
行
い
ま
す

※

高
崎
税
務
署
に
は
相
談
会
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意 

く
だ
さ
い

●
所
得
税
の
還
付
申
告
（
譲
渡
所
得
除
く
）・
贈
与
税
の
相
談…

２
月
８
日
（
月
）
〜

●
所
得
税
全
般
・
贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
相
談…

２
月
16
日
（
火
）
〜

問
合
せ
▼

本
庁
税
務
課
市
民
税
係
・
支
所
住
民
税
務

課
税
務
収
納
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

高
崎
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　
　

  （
☎
３
２
２

－

４
７
１
１
）

事
前
還
付
申
告　

２
月
５
日
〜
15
日

確
定
申
告　

２
月
16
日
〜
３
月
15
日

会
場　

市
役
所
本
庁
・
支
所

待
ち
時
間
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

高
崎
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
「
ビ
エ
ン
ト
高
崎
」
へ

　平成 20 年度から行われている市県民税の住宅ローン控除（住宅借入金等特別
控除）について、昨年まで必要だった住宅借入金等特別税額控除申告書の書類の提
出が、今年度から原則不要となりました。（特定の条件を満たす場合、申告すること
で控除額が変動する可能性があります。）
　今年度の対象者は平成 11 年から平成 18 年および平成 21 年中に居住を始め
ている人で、平成 21 年分の所得税額が住宅ローン控除をすることで 0 円となる
人です。（住宅ローン控除適用前に所得税額が 0 円となる場合は該当となりませ
ん。）
　なお、該当の可能性のある人には「住宅ローン控除のお知らせ」はがきを発送し
ていますので、ご確認ください。

平成22年度住宅ローン控除のお知らせ
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平成22年 平成22年 安中市成人式安中市成人式平成22年 平成22年 安中市成人式安中市成人式平成22年 安中市成人式
　１月10日（日）に文化センターで平成22年安中市成人式が開催されました。
　今年は584人の新成人の皆さんが成人式に参加し、式典では新成人代表２人による「二十歳の意見」の発
表が行われました。

　

み
な
さ
ん
は
、な
ぜ
学
校
で
勉
強
し
た
り
、仕

事
を
し
た
り
す
る
の
か
聞
か
れ
た
ら
な
ん
と
答

え
ま
す
か
。私
は
即
答
で
き
ず
、
自
分
の
将
来
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。し
か
し
、
私
の
よ
う
な

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
小
中
学
校
で「
ゆ
と
り
教
育
」を
受

け
、従
来
の
詰
込
み
型
の
教
育
を
や
め
、授
業
で

様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。し
か
し
、
世
界
規
模

の
学
力
調
査
で
日
本
の
順
位
は
下
落
し
、
自
分

の
意
見
を
書
く
問
題
な
ど
の
正
答
率
が
他
の
国

よ
り
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。

「
自
分
の
考
え
や
意
見
が
な
い
」
ま
さ
に
ゆ
と
り

世
代
で
あ
る
私
も
あ
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
。こ

の
結
果
、
日
本
は
来
年
か
ら
新
し
い
学
習
指
導

要
領
を
随
時
実
施
す
る
な
ど
、
日
本
の
教
育
は

大
き
く
変
化
す
る
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
、
ゆ

と
り
教
育
と
い
う
、言
っ
て
し
ま
え
ば
、日
本
の

教
育
の
失
敗
を
私
た
ち
は
経
験
し
て
き
た
わ
け

で
す
。

　

現
在
、
私
は
機
械
工
学
に
関
す
る
勉
強
・
研

究
を
し
て
い
ま
す
。将
来
は
、
研
究
開
発
の
職
に

就
き
た
い
と
思
う
一
方
、
教
育
に
も
携
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、
工
業
の
よ
う
な
専

門
分
野
は
教
育
と
い
う
面
で
は
未
開
拓
な
と
こ

ろ
が
多
い
の
で
、
ゆ
と
り
教
育
の
経
験
を
活
か

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
成
人
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
将
来
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
成
人
と
な
り
、
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
人
が
悩
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
人
と
し
て
の
振

舞
い
方
や
、
立
場
か
ら
生
ま
れ
る
様
々
な
問
題
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
成
人
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
は
「
社
会

の
基
盤
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
役

割
を
自
分
で
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
が
今
の
社
会

に
は
必
要
で
す
。自
分
の
意
思
を
き
ち
ん
と
表
現

で
き
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
半
の
人
が

自
分
で
決
め
、
実
行
し
た
経
験
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
人
に
頼
る
な
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。生
活
を
自
ら
設
計
し
、
同
僚
・
仲

間
と
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
、
人
間
的
成
長
に
は
必
要
な
も
の
で

す
。そ
の
中
で
自
分
を
表
現
し
実
行
す
る
力
は
今

後
絶
対
に
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
私
た
ち
新
成

人
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
社
会
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う

な
課
題
に
対
し
て
私
た
ち
の
力
が
重
要
に
な
り

ま
す
。多
視
点
か
ら
物
事
を
見
て
、考
え
、自
分
の

意
志
が
主
張
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
人
間
に
な
れ

た
ら
、
豊
か
な
社
会
を
形
成
で
き
る
と
思
い
ま

す
。私
達
の
理
想
の
輝
く
未
来
を
自
分
達
の
意
志

と
正
し
い
行
動
で
作
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

二十歳の意見
（要約）
外所伸崇さん

二十歳の意見
（要約）
島田直弥さん
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

２月の催し物ガイド
ホール
日中青少年文化交流大会・吹奏楽フェスティバル
7日（日）9:30 ～18:00入場：無料
問合せ：同大会事務局（児玉）（☎393－5555）
スプリングフェスティバル
13日（土）13:00 ～16:30　入場：無料
市老連芸能発表大会
17日（水）9:30 ～15:30　入場：無料
安中総合学園高校吹奏楽部第２回定期演奏会
21日（日）　13:30 ～15:30　入場：無料
ミュージカル「アイーダ」
27日（土）・28日（日）13:30 ～16:30　入場：無料
※未就学児の入場はご遠慮ください
問合せ：安中ロータリークラブ（☎382-2000）
学習室など
スプリングフェスティバル「市民の茶席（表千家）」ほか
13日（土）9:00 ～13:00　入場：無料
初心者パソコン講座（～2/28）
15日（月）～　9:00 ～16:00　※要申込
※開催日時は講座によって異なります
図書読み聞かせ
27日（土）14:00 ～15:00　入場：無料

２月の催し物ガイド
大ホール
スプリングフェスティバル
6日（土）・7日（日）
※詳細はP5をご覧ください
ピアノ発表会
14（日）13:00 ～（開場12:30）
主催：のんのん音楽教室　入場：無料

小ホール
バイオリンミニコンサート
11（木）14:00 ～（開場13:30）
主催：安中Jr. オーケストラ松井田教室
入場：無料

ギャラリー
仏壇・仏具展示販売
13（土）・14（日）　10:00 ～19:00
主催：丸洋物産　入場：無料
第 12回碓氷支部写真展
19日（金）～21日（日）
9:00 ～17:00※21日は～16:00
主催：上毛写真連盟碓氷支部　入場：無料

●今月のピックアップ

※

お
一
人
様
４
枚
ま
で
購
入
可

※

１
月
16
日
（
土
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
販
売
開
始

※

１
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
か

ら
電
話
受
付
開
始

※

未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
「
男
船
」
や
「
浮
雲
ふ
た
り
」

な
ど
の
曲
で
知
ら
れ
る
神
野
美
伽

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
安
中
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
▼
３
月
27
日
（
土
）

○
昼
の
部　

午
後
２
時
開
演

○
夜
の
部　

午
後
５
時
30
分
開
演

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

　
　
　
　
　

前
売
３
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
４
，
０
０
０
円

神野美伽コンサート

●今月のピックアップ

入
場
料
▼
全
席
自
由

※

２
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
前
売
開
始

※

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
松
井
田
文
化

会
館
・
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・

富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
の

各
窓
口

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

日
時
▼
３
月
14
日
（
日
）

一
部　

午
前
９
時
30
分
〜

（
開
場　

午
前
９
時
15
分
）

二
部　

午
後
２
時
〜

（
開
場　

午
後
１
時
45
分
）

春の映画鑑賞会「沈まぬ太陽」

前
売

当
日

大
人

８
０
０
円

９
０
０
円

高
校
生
以
下

６
０
０
円

７
０
０
円
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No.No.4545No.45

安中市教育委員会

“マナビー”

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　第４回あんなか市民フェスティバルを下記の日程・内容で開催します。生涯学習の成果を皆さんぜひご覧く
ださい。

第４回あんなか市民フェスティバル

２月６日（土）・７日（日）

２月６日（土）
○作品展　午前９時～午後５時
２月7日（日）
○作品展　午前10 時～午後３時
○どきどき体験　午前10 時～午後２時頃
※数に限りがありますので、ご了承ください
無料：パソコン体験・釜めしのふたに絵を描こう・

将棋大会（子ども～大人まで）
有料：フラワーアレンジメント・切り絵体験・布で

作るなべ敷・トランスパレントスター・ニー
ドルフェルト・ビーズのアームバンド

○手作り紙芝居上演（演者：バイリンＧＡＬず）
時間 ▼午前11時・午後１時～
演目 ▼「さるかにばなし」

○八城人形芝居城若座公演
　午後１時30 分～
演目 ▼奥州　安達ヶ原三段目
　　　「袖萩祭文の場」

入場無料・全席自由

○いきいき郷土料理無料試食会（先着250 食）
午前11時 30 分～　
手作りまんじゅう・地元食材のけんちん汁
協力：安中市食生活改善推進委員協議会

２月13日（土）

○どきどき体験　午前 9時 30 分～正午
※数に限りがありますので、ご了承ください
レカンフラワー・トールペイント　など６講座
※全ての講座が無料です
○市民ときめきスクール　午前 9時 30 分～正午
※数に限りがありますので、ご了承ください
楊枝入れ・万華鏡　など５講座
※全ての講座が無料です
○市民の茶席（表千家流）　午前10 時～午後１時

（先着200人分・無料）
○特別企画地元の名物無料試食会
午前 9時 30 分～：クッキー（150 食）
午前11時 30 分～：後閑まんじゅう（150 個）・す
いとん（200 食）
○ステージ発表　午後１時10 分～
秋間旅情・オカリナ・太極拳・レクダンスはまな
すの会・うた
○記念式典（かがやき標語表彰）午後２時30 分～
○記念講演　午後３時～４時30 分

ダニエル・カールさん
（タレント・山形弁研究家）
『ダニエル流：人にやさしい街づくり』
参加：無料

安中市スプリングフェスティバル
松井田会場（松井田文化会館）

安中市スプリングフェスティバル
安中会場（安中市文化センター）

※詳しくは文化センターや公民館などのチラシをご覧ください
問合せ ▼生涯学習課（☎３８２－１１１１）



　 昨 年 の 10 月 23 日 か ら 開 催 さ れ て

い た 学 習 の 森 第 ９ 回 企 画 展 「 上 毛

三 山　

－

赤 城 ・ 榛 名 ・ 妙 義 の 歴 史

と 信 仰

－

」 の 連 続 講 座 が 全 ６ 回 に わ

た っ て 開 催 さ れ ま し た 。

　 企 画 展 で は 上 毛 三 山 に 関 す る 縄

文 時 代 か ら 現 代 ま で の 歴 史 や 信 仰

に 関 す る 展 示 が な さ れ 、 連 続 講 座

で も 、 各 時 代 の 上 毛 三 山 へ の 信 仰 や

当 時 の 社 会 情 勢 な ど が わ か り や す

く 紹 介 さ れ 、 参 加 し た 多 く の 皆 さ

ん は 熱 心 に メ モ を 取 り 、 講 師 の 話 に

聞 き 入 っ て い ま し た 。

（ 写 真 は 連 続 講 座 第 ３ 回 の 様 子 ）

　 ふ る さ と 学 習 館 で は 、 碓 氷 歴 史 ・ 考 古 学 講 座 （ 第 ３

講 ） を 開 催 し ま す 。 皆 さ ん ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 ▼ ２ 月 ６ 日 （ 土 ）　 赤 城 山 と 赤 城 大 明 神

　 　 　 　 　 20 日 （ 土 ）   榛 名 山 と 満 行 大 権 現

　 　 　 　 　 27 日 （ 土 ）   妙 義 山 と 妙 義 大 権 現

各 日 と も 午 前 10 時 〜 11 時 30 分

場 所 ▼ ふ る さ と 学 習 館 市 民 ギ ャ

ラ リ ー

講 師 ▼ 佐 野　 亨 介 （ 同 館 学 芸 員 ）

受 講 人 数 ▼ 30 人 （ 先 着 順 ）

費 用 ▼ ５ ０ ０ 円 （ テ キ ス ト 代 ）

問 合 せ ・ 申 込 み ▼ ふ る さ と 学 習 館

ま で 電 話 で お 申 し 込 み く だ さ い 。

「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」

？問
合
せ
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雛 人 形 展 開 催 !!

幻 と な っ た 安 中 高 等 実 科 女 学 校 校 舎

学 習 の 森　 文 化 財 係

平 洋 戦 争 が 勃 発 、 小 学 校 と 併 用 の 狭 い 教 室 で 勉 強

し 、 戦 争 の 激 化 と と も に 、 農 家 へ の 勤 労 奉 仕 や 東

毛 の 軍 需 工 場 へ 泊 ま り 込 み で 、 飛 行 機 部 品 の 製 作

な ど に 勤 労 動 員 さ れ ま し た 。

　 ま た 、 終 戦 間 際 に は 、 小 学 校 の 講 堂 で グ ラ イ

ダ ー の 製 作 に 追 わ れ る と い う 厳 し い 学 校 生 活 を

強 い ら れ ま し た 。 さ ら に 小 学 校 の 生 徒 数 増 加 に 伴

い 教 室 不 足 が 深 刻 な 状 況 と な り 、 安 中 町 で は 、 小

学 校 の 北 側 に 木 造 瓦 葺 平 屋 建 ２ ５ ７ 坪 余 の 独 立

校 舎 建 設 を 決 定 し ま し た が 、 戦 時 中 の 物 資 不 足 か

ら 再 三 に わ た り 工 事 は 延 期 さ れ と う と う 終 戦 を

む か え ま し た 。 終

戦 後 の 昭 和 22 年 ３

月 に は 教 育 基 本

法 、 学 校 教 育 法 が

公 布 さ れ 、 新 し い

学 校 制 度 が 発 足 す

る と こ の 学 校 は 、

昭 和 23 年 ３ 月 末 を

も っ て 閉 校 す る こ

と に な り ま し た 。

幻 と な っ た 安 中 高

等 実 科 女 学 校 校 舎

建 設 予 定 地 に は 、 そ の 後 新 制 安 中 中 学 校 が 建 ち 、

中 学 統 合 後 に は 安 中 市 文 化 セ ン タ ー の 敷 地 の 一

部 と な っ て い ま す 。
幻
と
な
っ
た
校
舎
建
築
位
置
図

平
成
21
年
度
「
文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー
」

優秀
作品

（敬
称略

）田
中美

詞（
西横

野小
６年
）

　 市 教 育 委 員 会 で は 、 恒 例 の 雛 人

形 展 を 五 料 の 茶 屋 本 陣 と 安 中 藩 郡

奉 行 役 宅 で 同 時 開 催 し ま す 。 ご 家

族 で ぜ ひ お 出 か け く だ さ い 。

日 時 ▼ ２ 月 16 日 （ 火 ） 〜 ３ 月 28 日

（ 日 ）
午 前 ９ 時 〜 午 後 ４ 時 30 分

場 所 ▼

五 料 の 茶 屋 本 陣

（ 松 井 田 町 五 料 ５ ６ ４

－

１ ）

安 中 藩 郡 奉 行 役 宅

（ 安 中 三 丁 目 ６

－

９ ）

休 館 日 ▼ 毎 週 月 曜 日

※ 休 日 と 重 な っ た 場 合 は 、 翌 日 休 館

観 覧 料 ▼ 下 記 の 表 を ご 覧 く だ さ い

企 画 展 連 続 講 座 が 開 催 さ れ ま し た

碓 氷 歴 史 考 古 学 講 座 第 ３ 講

「 上 毛 三 山 の 神 と 仏 」

　 昭 和 12 年 ２ 月 14 日 付 の 上 毛 新 聞 に 「 安 中 町 の 学

務 委 員 会 が 中 堅 女 子 青 年 の 養 生 を 目 的 と し て 高

等 小 学 校 卒 業 の 女 子 を 郡 内 外 よ り 募 集 し 、 ２ カ 年

の 実 科 を 修 得 せ し め 、 将 来 他 の 模 範 の 立 派 な 主 婦

を 養 成 す べ く 安 中 実 科 女 学 校 を 設 立 す る 事 に 決

し た 」 と い う 記 事 が 掲 載 さ れ ま し た 。

　 ３ 年 後 の 昭 和 15 年 ４ 月 に 安 中 小 学 校 の 校 舎 に

間 借 り す る 形 で 安 中 町 立 安 中 高 等 実 科 女 学 校 は

開 校 し ま し た 。 こ の 学 校 は 実 業 学 校 令 、 職 業 学 校

規 定 に 基 づ い て 設 立 さ れ 、 修 業 年 限 は 本 科 ２ 年 、

専 攻 科 １ 年 で 、 生 徒 定 員 は 本 科 １ ０ ０ 名 、 専 攻 科 は

40 名 で し た 。 入 学 資 格 は 、 「 本 科 第 一 学 年 ニ 在 リ テ

ハ 年 齢 十 四 歳 以 上 ニ シ テ 、 修 業 年 限 二 年 ノ 高 等 小

学 校 卒 業 者 又 ハ 之 ト 同 等 以 上 ノ 学 力 ヲ 有 ス ル 者 、

専 攻 科 ニ 在 リ テ ハ 年 齢 十 六 歳 以 上 ニ シ テ 、 本 校 卒

業 者 及 高 等 女 学 校 卒 業 者 又 ハ 之 ト 同 等 以 上 ノ 学

力 ヲ 有 ス ル 者 」 と な っ て い ま し た 。 授 業 科 目 は 、 修

身 、 公 民 、 国 語 、 数 学 、 歴 史 、 地 理 、 理 科 な ど の 一 般 教

科 と 裁 縫 （ ミ シ ン 使 用 法 を 含 む ） や 家 事 （ 割 烹 ・ 食

物 ・ 看 護 ・ 養 老 ・ 育 児 な ど ） 、 実 業 （ 園 芸 ・ 農 産 加 工 ・

養 蚕 な ど ） で し た 。 と こ ろ が 、 開 校 し て 間 も な く 太

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

入
場
料

▼

○
五
料
の
茶
屋
本
陣

※
小
人
と
は
中
学
生
以
下
で
す

※
身
体
障
害
者
・
幼
児
は
無
料
で
す

※
身
体
障
害
者
・
高
校
生
以
下
は
無
料

個
　
人

大
人
　
21
0
円

小
人
　
10
0
円

団
体（
20
人
以
上
）

15
0
円

70
円

○
安
中
藩
郡
奉
行
役
宅

市
民

一
般

無
　
　
　
料

21
0
円

（
団
体
20
人
以
上
 12
0
円
）

　 歴 史 上 に 登 場 す る 人 物 の フ ィ ギ ュ ア （ 人

形 ） 製 作 を 通 し て 、 当 時 の 服 装 に つ い て 学 習

す る こ と を 目 的 と し た 講 座 で す 。 今 回 は 武

士 や 大 奥 の 女 性 な ど 江 戸 時 代 の 人 々 の フ ィ

ギ ュ ア を 製 作 し ま す 。 お 気 軽 に ご 参 加 く だ

さ い 。

日 時 ▼ ２ 月 20 日 ・ 27 日 （ 土 ） 、 ３ 月 ６ 日 ・ 13 日 ・

20 日 （ 土 ）（ 全 ５ 回 ）

※ 各 回 と も 午 前 10 時 〜 午 後 ３ 時

場 所 ▼ 学 習 の 森　 ふ る さ と 学 習 館

定 員 ▼ 20 名 （ 先 着 順 ）

費 用 ▼ ８ ０ ０ 円 （ 材 料 費 ）

※ な る べ く ５ 回 連 続 で 受 講 で き る 人

（ 都 合 の 悪 い 場 合 に は 日 程 調 整 で き ま す ）

申 込 み ・ 問 合 せ ▼

　 ２ 月 ４ 日 （ 木 ） か ら 、 電 話 で ふ る さ と 学 習

館 へ お 申 し 込 み く だ さ い 。

歴 史 フ ィ ギ ュ ア 作 り 講 座

江 戸 時 代 の 人 々 を 作 ろ う

　 学 習 の 森 で は 、 七 宝 焼 教 室 を 開 催 い た し ま す の

で 、 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 ▼ ２ 月 28 日 （ 日 ） 、 ３ 月 14 ・ 28 日 （ 日 ）

午 後 １ 時 30 分 〜 ３ 時 30 分

場 所 ▼ 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設　 創 作 工 房 （ ３ ）

講 師 ▼ 多 胡　 陽 子　 先 生

定 員 ▼ 15 名 ( 先 着 順 )

内 容 ▼ 七 宝 焼 （ ブ ロ ー チ ・ ペ ン ダ ン ト な ど ）

参 加 費 ▼ 材 料 費 は 自 己 負 担 （ １ ， ０ ０ ０ 円 前 後 ）

申 込 み ・ 問 合 せ ▼ ２ 月 ４ 日 （ 木 ） か ら 、 電 話 ま た は

「 学 習 の 森 」 ふ る さ と 学 習 館 受 付 へ 直 接 お 申 し 込 み

く だ さ い 。
七 宝 焼 教 室

▲ 雛 人 形 の 展 示 風 景▲

付 髷 裃 雛 （ 茶 屋 本 陣 ）
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１
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化
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森
陽
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迎
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、
人
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育
講
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開
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れ
ま
し
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。

　
講
演
で
は
高
齢
者
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人
権
教
育
講
演
会

　
１
１
月
２
８
日
（
土
）
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
安
中
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
ス

ポ
ー
ツ
で
好
成
績
を
残
し
た
団
体
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
３
団
体
、
合
計
約
７
０
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
上
演
さ
れ
、

多
く
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
１
２
月
１
日
（
火
）
～
１
０
日
（
木
）
に
か
け
て
冬
の
県
民
交

通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
に
は
、
交
通
安
全
関
係
団
体
が
参
加
し
て
国
道
１
８

号
の
安
中
警
察
署
前
と
松
井
田
バ
イ
パ
ス
入
口
で
交
通
安

全
啓
発
品
を
配
付
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
８

日（
火
）に
は
碓
氷
安
中
准
看
護
学
校
の
生
徒
ら
約
３
０
人
が

参
加
し
て
、
国
道
１
８
号
で
交
通
安
全
啓
発
品
を
配
付
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
交
通
安
全
の
た
め
に
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

　
１
２
月
１
０
日
（
木
）、
県
警
本
部
・
安
中
警
察
署
は
秋
間

郵
便
局
で
模
擬
強
盗
訓
練
と
緊
急
配
備
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
訓
練
に
は
隣
接
警
察
署
か
ら
大
勢
の
警
察
官
が
参

加
し
、
万
一
に
備
え
て
初
動
活
動
と
各
部
門
に
よ
る
連
携
を

確
認
す
る
と
と
も
に
各
警
察
署
が
捜
索
・
追
跡
を
行
っ
た

結
果
、
逃
走
車
両
は
約
１
時
間
後
に
富
岡
市
内
で
検
挙
さ
れ

ま
し
た
。

凶
悪
事
件
対
処
訓
練

　
１
２
月
５
日（
月
）、
市
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て
い

る
小
根
山
森
林
公
園
で
、
中
田
照
雄
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
な
ど
の
木
の
実
を
思

い
思
い
に
接
着
し
て
、
直
径
約
３
０
cm
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
た
。

小
根
山
森
林
公
園
リ
ー
ス
作
り

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
１
２
月
５
日
（
土
）
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路
を

会
場
に
小
学
生
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
校

か
ら
３
７
チ
ー
ム
約
２
７
０
人
が
参
加
し
、
寒
さ
に
負
け
な
い

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

小
学
生
駅
伝
大
会
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広
報
あ
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０
１
０
年
２
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１１
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  役
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３
８
２
－
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１
１
１

　
共
同
募
金
の
分
配
金
で
九
十
九
学
童
ク
ラ
ブ
「
あ
お
い
や

ね
の
お
う
ち
」
が
畳
の
表
替
え
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の

生
活
電
化
製
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
か
ら
の
寄
附
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

共
同
募
金
を
有
効
活
用

　
１
月
４
日
（
月
）
に
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
並
木
苑
で
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
交
歓
会
は
安
中
市
商
工
会
・
安
中
市
松
井

田
商
工
会
・
JA
碓
氷
安
中
・
市
の
共
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
効
率
よ
く
年
賀
の
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

賀
詞
交
歓
会

　
１
２
月
２
４
日
（
木
）、
松
井
田
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
が
中
心
と
な
り
、
手
作
り
で
仕
上
げ
た
門
松
１
対
を
本
庁

と
支
所
の
玄
関
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
門
松
は
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
製
作
し
設
置
し
た
も
の
で
、
市
長

か
ら
生
徒
た
ち
へ
お
礼
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

松
井
田
高
校
　
門
松
贈
呈

　
１
２
月
１
４
日（
月
）に
市
、
県
立
松
井
田
高
等
学
校
、
安
中

労
働
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
る
「
安
中
市
事
業
所
見
学
会
～

自
分
の
将
来
を
考
え
よ
う
～
」
が
松
井
田
高
校
２
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
信
越
化
学
工
業
㈱
群
馬
事
業

所
と
東
邦
亜
鉛
㈱
安
中
精
錬
所
を
見
学
し
、
就
職
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

高
校
生
の
事
業
所
見
学

　
１
２
月
１
６
日
（
水
）、
東
京
電
力
群
馬
支
店
か
ら
尾
瀬
の

木
道
を
材
料
に
作
成
さ
れ
た
上
毛
か
る
た
２
２
組
が
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
か
る
た
は
市
内
各
小
学
校
に
分

配
さ
れ
た
後
、各
学
校
で
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

尾
瀬
の
木
道
が
材
料
の
か
る
た
を
寄
付

　
１
２
月
１
２
日
（
土
）
に
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
・
市
教
育

委
員
会
の
主
催
に
よ
る
「
安
中
市
家
族
の
日
大
会
」
が
安
中

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
感
謝
の
作
文
１
,５
０
９
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
７

人
が
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
族
へ
の
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
花

束
を
贈
ら
れ
る
と
嬉
そ
う
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

家
族
に
感
謝
　
家
族
の
日
大
会

　
１
２
月
２
２
日
（
火
）
に
五
十
貝
順
一
さ
ん
（
東
上
秋
間
　

写
真
左
）が
、
１
月
３
日（
日
）に
柳
沢
し
や
う
さ
ん（
大
竹
　

写
真
下
）が
、
１
月
６
日（
水
）に
多
胡
松
恵
さ
ん（
西
上
秋
間

　
写
真
左
下
）が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝

い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　 「 男 船 」 や 「 浮 雲 ふ た り 」 な ど の 曲 で 知 ら れ る 神 野 美 伽 さ ん の

コ ン サ ー ト を 安 中 市 文 化 セ ン タ ー で 開 催 し ま す 。

　 こ の 機 会 に ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

日 時 ▼ ３ 月 27 日 （ 土 ）

　 　 　 ○ 昼 の 部　 午 後 ２ 時 開 演

　 　 　 ○ 夜 の 部　 午 後 ５ 時 30 分 開 演

場 所 ▼ 安 中 市 文 化 セ ン タ ー　 ホ ー ル

チ ケ ッ ト ▼ 全 席 指 定　 前 売 ３ ， ５ ０ ０ 円　 当 日 ４ ， ０ ０ ０ 円　

※ お 一 人 様 ４ 枚 ま で 購 入 可

※ 文 化 セ ン タ ー 窓 口 で 好 評 販 売 中

※ 電 話 受 付 も 行 っ て い ま す

※ 未 就 学 児 は ご 遠 慮 く だ さ い

問 合 せ ▼ 安 中 市 文 化 セ ン タ ー （ ☎ ３ ８ １

－

０ ５ ８ ６ ）

神 野 美 伽 コ ン サ ー ト

　 振 り 込 め 詐 欺 は 、 被 害 者 の 心 理 を 巧 み に 突 き 、 手 口 を 変

え な が ら 繰 り 返 し 行 わ れ る 卑 劣 な 犯 罪 で す 。

　 「 自 分 だ け は 被 害 に 遭 わ な い 」 と い う 思 い 込 み を 捨 て 、

次 の よ う な 不 審 な 電 話 や 訪 問 な ど を 受 け た ら 、 ま ず 最 寄

り の 警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

※ ほ か に も 、 警 察 官 や 銀 行 協 会 職 員 を 装 っ て 暗 証 番 号 を

聞 き 出 す 手 口 の 詐 欺 も 発 生 し て い ま す

問 合 せ ▼ 安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

　 　 　 　 松 井 田 警 察 署 （ ☎ ３ ９ ３

－

０ １ １ ０ ）

振 り 込 め 詐 欺 に 注 意 し ま し ょ う !!

　 イ ン フ ル エ ン ザ は 咳 や く し ゃ み 、 発 熱 、 の ど の 痛 み な ど

症 状 が カ ゼ に 似 て い る た め 軽 く 考 え ら れ る こ と が あ り ま

す が 、 国 内 で は 毎 年 、 イ ン フ ル エ ン ザ で １ ０ ０ ０ 人 以 上 の

人 が 亡 く な っ て い る ほ か 、 今 年 は 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ が

猛 威 を 振 る う な ど 非 常 に 恐 ろ し い 病 気 で す 。 発 熱 や 頭 痛 、

筋 肉 痛 や 全 身 の だ る さ が カ ゼ よ り も 強 く 、 特 に 高 熱 が 特

徴 で 、 39 度 以 上 の 熱 が 数 日 間 続 い た り し ま す 。 高 齢 者 は 肺

炎 や 脱 水 症 状 、 乳 幼 児 は 脳 症 を 合 併 し て 命 に か か わ る こ

と も あ り 、 注 意 が 必 要 で す 。

　 イ ン フ ル エ ン ザ に か か ら な い よ う に す る に は 、 し っ か

り 予 防 す る こ と が 大 切 で す 。 イ ン フ ル エ ン ザ は ウ ィ ル ス

に よ っ て 起 こ る 病 気 な の で 、 ウ ィ ル ス が 侵 入 し な い よ う 、

う が い 、 手 洗 い を 励 行 し ま し ょ う 。 寒 く 乾 燥 し た 空 気 は

ウ ィ ル ス を 侵 入 し や す く す る の で 、 暖 房 や 加 湿 器 な ど で

部 屋 の 温 度 と 湿 度 を 保 ち ま し ょ う 。 体 力 も 大 切 で す 。 栄 養

の バ ラ ン ス に 気 を つ け 、 十 分 な 睡 眠 と 休 養 を 心 が け ま

し ょ う 。

　 ま た 、 カ ゼ の 症 状 が 出 た ら 体 調 を 気 づ か い 、 早 め に 医 療

機 関 で 受 診 す る こ と が 大 切 で す 。 こ の と き 他 人 に う つ さ

な い た め に 必 要 な の が 「 咳 エ チ ケ ッ ト 」 で す 。 人 に 向 か っ

て 咳 や く し ゃ み を し な い こ と 、 咳 や く し ゃ み を す る と き

は 、 ハ ン カ チ な ど で 口 を 覆 う こ と 、 マ ス ク を す る こ と 、 集

会 な ど に は 行 か な い こ と な ど で す 。

　 し っ か り 予 防 、 早 め の 治 療 、 咳 エ チ ケ ッ ト を 実 行 し て 、

イ ン フ ル エ ン ザ に 負 け な い よ う 、 広 げ な い よ う に し て 、 元

気 に こ の 冬 を 乗 り 切 り ま し ょ う 。
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守
っ
て
防
い
で

　 県 労 働 委 員 会 で は 、 労 働 者 個

人 と 事 業 主 の 、 労 働 条 件 な ど に

関 す る ト ラ ブ ル （ 個 別 的 労 使 紛

争 ） を 解 決 す る た め の 支 援 を

行 っ て い ま す 。

　 公 益 委 員 ・ 労 働 者 委 員 ・ 使 用

者 委 員 の 三 者 が 、 公 正 、 中 立 な

立 場 か ら 両 者 の 間 を 調 整 し て 、

話 し 合 い に よ る 解 決 を 目 指 し ま

す 。
対 象 者 ▼ 県 内 に あ る 事 業 所 の 労

働 者 ・ 事 業 主

対 象 事 案 ▼ 解 雇 ・ 雇 止 め ・ 配 置

転 換 ・ 出 向 、 懲 戒 処 分 な ど 、 労

働 条 件 そ の 他 労 働 問 題 に 関 す る

紛 争
費 用 ▼ 無 料

申 請 方 法 ▼ 所 定 の 申 請 用 紙 で 申

請 し て く だ さ い

申 請 用 紙 配 布 場 所 ・ 相 談 先 ・ 問

合 せ ▼

県 高 崎 行 政 事 務 所 （ 高 崎 市 台 町 ）

（ ☎ ３ ２ ２

－

４ ６ ８ １ ）

県 労 働 委 員 会 事 務 局 （ 前 橋 市 大

手 町 ）

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

２ ７ ８ ３ ）

県 庁 労 働 政 策 課 （ 前 橋 市 大 手 町 ）

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

３ ４ ０ ４ ）

労 働 者 個 人 と 事 業 主 と の 間 の

ト ラ ブ ル を 調 整 し ま す

　 農 業 を 営 む 人 が ほ 場 な ど で 農

作 業 を 行 う た め に 使 用 す る 機 械

の 軽 油 は 、 一 定 の 手 続 き を 行 っ

た 場 合 に 限 り 、 軽 油 引 取 税 が 免

除 さ れ ま す 。

受 付 期 間 ▼

２ 月 １ 日 （ 月 ） 〜 19 日 （ 金 ）

受 付 場 所 ▼ 西 部 県 税 事 務 所 （ 県

高 崎 合 同 庁 舎 ）

手 続 き ▼

① 「 免 税 軽 油 使 用 者 証 」 と 「 免

税 証 」 の 交 付 申 請 を 行 い ま す 。

※ 申 請 に は 「 耕 作 証 明 書 」 や 申

請 機 械 の 確 認 書 類 な ど の 添 付

が 必 要 で す

② 「 免 税 証 」 の 交 付 を 受 け 、 給

油 の 際 に 軽 油 販 売 業 者 に 「 免

税 証 」 を 提 出 し 、 免 税 軽 油 を

購 入 ・ 使 用 し ま す 。

③ 使 用 後 、 数 量 な ど を 報 告 し ま

す 。

問 合 せ ▼

西 部 農 業 事 務 所

（ ☎ ３ ２ ２

－

０ ５ ３ ９ ）

西 部 県 税 事 務 所

（ ☎ ３ ２ ２

－

６ ２ ９ ７ ）

農 業 に 使 用 す る

免 税 軽 油 の 申 請 に つ い て

安 中 市 役 所 健 康 課

世 界 農 林 業 セ ン サ ス に ご 協 力 く だ さ い

　 農 林 水 産 省 で は 、 農 林 業 ・ 農 山 村 の 現 状 と 変 化 を 的 確

に 捉 え 、 き め 細 か な 農 林 行 政 を 推 進 す る た め に 、 ５ 年 ご

と に 農 林 業 を 営 ん で い る す べ て の 世 帯 や 法 人 を 対 象 に

調 査 を 実 施 し て い ま す 。

　 農 林 業 の 現 状 を 知 り 、 未 来 へ つ な げ る 大 切 な 調 査 で

す 。 皆 さ ん の ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

※ 調 査 基 準 日 は 平 成 22 年 ２ 月 １ 日 で す

農 林 水 産 省 ・ 群 馬 県 ・ 安 中 市

イ ン フ ル エ ン ザ に

注 意 し ま し ょ う

子 ど も や 孫 、 甥 な ど に な り す ま し 「 会 社

の 金 を 使 い 込 ん で し ま っ た 」 な ど の 理 由

で 振 り 込 ま せ る

身 に 覚 え の な い 利 用 代 金 な ど を 、 は が き

な ど で 請 求 し て 振 り 込 ま せ る

融 資 を 勧 誘 す る は が き な ど を 使 い 、 申 し

込 み の 際 に 「 保 証 協 会 費 」 な ど の 名 目 で

振 り 込 ま せ る

市 や 県 、 税 務 署 職 員 な ど を 装 っ て 「 還 付

金 が あ る か ら 」 と Ａ Ｔ Ｍ に 誘 導 し て 振 り

込 ま せ る

オ レ オ レ

詐 欺

架 空 請 求

詐 欺

融 資 保 証 金

詐 欺

還 付 金 詐 欺
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市
民

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

●
行
政
相
談

本
庁
　
2/
4・
18
　
3/
4　
9時
～
12
時

支
所
　
2/
1　
3/
1　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
2/
5・
19
　
3/
5　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

上
記
期
間
に
は
あ
り
ま
せ
ん

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
2/
18
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
2/
12
　
3/
12
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
2/
2・
16
　
3/
2　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
24
55
）

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
２
月
１
日
～
３
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内

I
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M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
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M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
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市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
2/
2・
16
　
3/
2

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
2/
9・
23
　
3/
9

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
2/
2・
9・
16
・
23
　
3/
2・
9

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2/
2・
9・
12
・
16
・
23
・
26
※
　
3/
2･
9

文
化
会
館
　
　
　
　
　
2/
1・
8・
15
・
22
・
28
　
3/
1・
8・
15
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
2/
2・
9・
16
・
23
　
3/
2・
9

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2/
1・
8※
・
12
・
15
・
22
※
　
3/
1・
8※
・
15

学
習
の
森
　
　
　
　
　
2/
1・
2・
3・
4・
9・
12
・
16
・
23
　
3/
2・
9

※
2/
1・
3・
4
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
み
臨
時
休
館
に
な
り
ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2/
1・
8・
12
・
15
・
22
　
3/
1・
8・
15

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
事
前
還
付
申
告（
～
2/
15
）

　
本
庁
・
支
所

　
※
土
・
日
・
祝
を
除
く

●
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
作
品
展
）

　
松
井
田
文
化
会
館
9：
00
～

●
春
の
映
画
鑑
賞
会「
沈
ま
ぬ
太
陽
」

　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

　
文
化
会
館
ほ
か
　
9:
00
～

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座（
第
三
講
）

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
11
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
安
中
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
体
験
会
）

　
松
井
田
文
化
会
館
10
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
安
中
会
場
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9：
30
～

●
市
民
の
茶
席（
表
千
家
流
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
綱
引
大
会

　
松
井
田
体
育
館

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座（
～
2/
28
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
1
月
21
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3

曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

行
　
　
事
　
　
名

●
確
定
申
告
(～
3/
15
)

　
本
庁
・
支
所

　
※
土
・
日
・
祝
を
除
く

●
雛
人
形
展（
～
3/
28
）

　
五
料
の
茶
屋
本
陣
・
安
中
藩
郡
奉
行
役
宅

　
9:
00
～
16
:3
0

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第（
第
三
講
）

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
11
:3
0

●
安
中
市
消
防
隊
総
合
訓
練

　
県
ク
レ
ー
射
撃
場
西
側
広
場
ほ
か

　
8：
00
～

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
あ
ん
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

　「
三
色
蒸
し
パ
ン
を
作
ろ
う
」

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
:0
0
～
12
:0
0

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第（
第
三
講
）

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
11
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
:0
0
～
15
:0
0

●
七
宝
焼
教
室

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
伊
香
保
15
：
00
～

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
施
政
方
針（
予
定
）9
:0
0
～

●
早
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
展
示
発
表
～
3/
7）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
17
:0
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
4
～
6
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:3
0
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
支
所
18
:3
0
～

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

２
月
１
日
→
３
月
１
５
日

２
月
１
日
→
３
月
１
５
日

健
康
通
信

　
咳
・
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
に
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
が
大

量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。マ
ス
ク
を
し
な
い
で
咳
を
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
飛

散
し
、そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
周
囲
の
人
が
吸
い
込
む
と
、感
染
・
発
病
し
ま
す
。

　
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
咳
や
く
し
ゃ
み
が
あ
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
装
着
し
、

人
ご
み
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、外
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
や
う
が
い
も
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

２
月
７
・
21
日
（
日
）　
3
月
7
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

３
　
月

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

日 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
4
～
6月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:3
0
～

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
9：
00
～（
開
会
式
）

●
早
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
舞
台
発
表
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
30
～
16
:15

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
歴
史
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
安
中
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
第
15
回
定
期
演
奏
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
：
00
～

●
春
の
映
画
鑑
賞
会「
沈
ま
ぬ
太
陽
」

　
文
化
会
館
9:
30
～
(開
場
9:
15
)・

　
14
:0
0
～
(開
場
13
:4
5)

●
七
宝
焼
教
室

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
1
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
２
月
号
１４

１５

２
月

３
月

２
　
月

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、
毎
月
１
日
は
県

民
交
通
安
全
日
で
す
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春の映画鑑賞会「沈まぬ太陽」春の映画鑑賞会「沈まぬ太陽」春の映画鑑賞会「沈まぬ太陽」
　

人
気
作
家
山
崎
豊
子
に
よ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
で
映
画
化
し
た
社
会
派
ド
ラ
マ
。

　

こ
の
作
品
は
、
日
本
が
世
界
の
経
済
大
国
へ
と
上
り
つ
め
て
い

く
時
代
に
、
巨
大
組
織
に
翻
弄
さ
れ
、「
苦
悩
」
と
「
葛
藤
」
の

中
で
も
が
き
な
が
ら
も
「
不
屈
の
精
神
」
を
も
っ
て
信
念
を
貫
く

１
人
の
男
の
生
き
方
を
描
き
、現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に「
生

命
の
尊
さ
」
を
問
い
か
け
ま
す
。

　

単
独
機
の
事
故
と
し
て
史
上
最
悪
の
死
者
を
出
し
た
日
航
機
墜

落
事
故
を
ベ
ー
ス
に
取
り
上
げ
、
人
の
生
命
に
直
結
す
る
航
空
会

社
の
社
会
理
論
を
表
現
し
た
作
品
で
す
。

日
時
▼
３
月
14
日
（
日
）

　
　
　

一
部　

午
前
９
時
30
分
〜
（
開
場
：
午
前
９
時
15
分
）

　
　
　

二
部　

午
後
２
時
〜
（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

場
所
▼
松
井
田
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
全
席
自
由

　
　
　
　

前
売
：
大
人
８
０
０
円
・
高
校
生
以
下
６
０
０
円

　
　
　
　

当
日
：
大
人
９
０
０
円
・
高
校
生
以
下
７
０
０
円

※

２
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
前
売
開
始

※

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
松
井
田
文
化
会
館
・
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・

富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
各
窓
口

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

問合せ ▼松井田文化会館（☎３９３－４４００）

秋秋秋 林林林 ２月２０日開園
　今年も、梅の花の季節がやってきます。北関東随一

の規模を誇る秋間梅林が２月 20 日（土）から開園しま

す。開園期間は３月31日（水）（予定）までとなってい

ます。期間中は様々なイベントが行われますので、皆さ

んお誘いあわせのうえ、お出かけください。

開花祭
　２月28日（日）　式典　午前10 時～
　※箏曲・和太鼓・八木節など：午前10 時 30 分頃～
いも煮会 
　3月７日（日）　午前11時～・午後２時～ 
友好都市・千葉県南房総市の物産即売会 
　3月13（土）午前10 時頃～・14日（日）午前 9時頃～ 
野点
　 3月14日（日）午前10 時～午後３時 
第５回モデル撮影会
　 3月21日（日）　午前10 時～・午後１時～ 
ちびっ子餅つき大会
　 3月22日（祝）　午前11時～・午後２時～  
俳句コンクール
  開園期間中常時投函　選者…堀口　星眠　先生 
問合せ ▼

商工観光課観光係（☎３８２－１１１１）

※３月中の日曜・祝日は安中駅から臨時バスが運行します、ダイヤ･料金などについてはお問い合わせください
問合せ ▼ボルテックスアーク（☎３８１－１９１９）


